
ＪＲ東海労ニュース

５月25日、東海道線の運転士が、運転中に熱中症の症状で列車を緊急停止し、その

まま病院に搬送されました。５月27日付『中日新聞』は、同列車の車掌も熱中症の症

状で病院に搬送されたと伝えています。

ＪＲ東海では制服について、５月31日までは合服で上着の着用が義務づけられてい

ます。６月１日から夏服になるものの、ネクタイの着用が義務づけられています。新

聞の写真を見ての通り、他の鉄道会社との違いは一目瞭然です。ここ連日、気温が上

昇し夏日・真夏日が続いています。運転室は直射日光が入るため冷房の効きは好くあ

りません。

このような労働環境の中、乗務員は長時間の乗務を強いられています。多くの乗務

員から「暑いときは上着を脱ぎたい」「内勤などの社員は上着を脱いで仕事をしてい

る。不公平だ」などの意見が出されています。

全社員の皆さん、熱中症対策の第

一は、制服の着用から見直すべきだ

と思いませんか？東海鉄事や静岡支

社管内の職場は、前倒しで夏服の着

用を認めました。対策としては正し

い判断です。しかし、幹鉄事や関西

支社では、夏服前倒し着用を認めま

せん。同じ会社で、同じ社員なのに

なぜ違うのでしょうか？制服着用に

ついてはもっと弾力的に運用するべ

きと思いませんか？「暑いときは脱

ぐ、寒いときは着る」ことがよりベ

ターな体調管理だと思いませんか？

おかしいことは、職場から声を上げ

ましょう！

熱中症で乗務員が病院に搬送
これ以上、熱中症を出さないために訴えます！
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